
３．岡山県倉敷市真備町の被害状況と対応
（高梁川水系小田川）

ま び

たか はし がわ お だ がわ

11



■高梁川水系高梁川 日羽水位観測所

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

2000

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

7/
5 
8:
00

12
:0
0

16
:0
0

20
:0
0

7/
6 
0:
00

4:
00

8:
00

12
:0
0

16
:0
0

20
:0
0

7/
7 
0:
00

4:
00

8:
00

12
:0
0

16
:0
0

20
:0
0

7/
8 
0:
00

4:
00

8:
00

12
:0
0

16
:0
0

20
:0
0

7/
9 
0:
00

4:
00

8:
00

⾬量（mm）⽔位（m）

■高梁川水系高梁川 酒津水位観測所
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■高梁川水系小田川 矢掛水位観測所
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■7月5日(木)から7日(土)にかけて、梅雨前線が本州付近に停滞し、この前線へ向かって暖かく湿った空気が流れ込み、前線の活発な活動が

続いたため、高梁川流域でも断続的に非常に激しい雨が降り、多いところでは降り始めからの累加雨量※が400mmを超えました。

■高梁川水系高梁川の日羽水位観測所、酒津水位観測所及び小田川の矢掛水位観測所において氾濫危険水位を超過し、観測史上最高水位を記

録しました。

※雨量分布図は広島地方気象台提供
（7/5 0:00～7/9 9:00の降水量）

高梁川水系高梁川、小田川流域の雨量・水位概況

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

雨量分布図

【新見雨量観測所】

最高水位
7/7 2:10 12.36m

ひ わ

さかづ
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避難判断水位 氾濫危険水位

避難判断水位 氾濫危険水位

避難判断水位 氾濫危険水位

たかはしがわ

たかはしがわ
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お だ がわ

（ミリ）

【井原雨量観測所】

最高水位
7/7 1:50 5.67m

やかげたかはしがわ おだがわ
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5.50 5.67

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50
4.00
4.50
5.00
5.50
6.00

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H1
0

H1
1

H1
2

H1
3

H1
4

H1
5

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

⽮掛⽔位観測所年最⾼⽔位
（⾼梁川⽔系⼩⽥川）
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【新見雨量観測所】
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※高梁川流域の国土交通省及び気象庁の雨量観測地点のうち、
新見雨量観測所（気象庁）など3地点で累加雨量400mmを超過。



小田川

＜小田川（国管理区間等）の被災状況＞
※国管理区間に流入する県管理区間も含む

浸水面積 ： 約1,200ha（7/7AM）

浸水戸数 ： 約4,600棟（7/11 8:00現在）

堤防の決壊 ： ２箇所（国管理）
６箇所（県管理）

堤防法崩れ ： ６箇所（国管理）
１箇所（県管理）

越水 ： ４箇所（国管理）

← 高馬川（岡山県管理）

小田川左岸３ｋ４００付近

高
梁
川

【裏法崩れ】 L=30m
小田川右岸0k600付近

【堤防の決壊】 L=100m
小田川左岸3k400付近

【越水】
右岸7k000付近

【越水】
右岸4k000付近

【越水】
右岸2k600、3k200付近

× ×

■高梁川水系小田川では倉敷市真備町で堤防が決壊し、大規模な浸水により甚大な被害が発生したほか、堤防の欠損等が多数発生しました。

被災状況（高梁川水系小田川）
ま び
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凡　例

基準地点

国管理区間

小田川

位置図

13

×
×

【堤防の決壊】 左岸L=200m
右岸L=300m

末政川左右岸0k700付近（県）

【堤防の決壊】 L=20m
末政川左岸0k400付近（県）

【裏法崩れ】 L=1,000m（点在）
小田川右岸2k800～3k800付近

【裏法崩れ】 L=15m
小田川右岸4k200付近

小田川→

【裏法崩れ】 L=16m
小田川右岸4k200付近

小田川→

【表法崩れ】 L=70m
小田川右岸4k400付近

×

【裏法崩れ】 L=50m
大武谷川（県）小田川合流点付近

凡例
×：堤防の決壊
▲：堤防欠損等

：越水

【裏法崩れ】 L=80m
小田川左岸4k200付近

×

【堤防の決壊】 L=50m
小田川左岸6k400付近

【堤防の決壊】 （県）
左岸L=20m（高馬川左岸0k付近）
右岸L=100m（高馬川右岸0k100付近）

たか ま がわ

すえ まさ がわ

おお ぶ たに かわ

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

×

×

【堤防の決壊】 L=100m
真谷川左岸0k300付近（県）

ま だに がわ

※7/16 15:00時点
県管理区間を含む



国土地理院公表資料を基に作成

小学校

備中呉妹駅

真備図書館

吉備真備駅

川辺宿駅

井原鉄道

支援学校

中学校

倉敷市役所真備支所

高校

大型介護保護施設

スーパー

国道４８６号

大型
ホームセンター

小学校

堤防決壊箇所
（小田川左岸6k400）

堤防決壊箇所
（小田川左岸3k400）

まび記念病院

×
×××

×

×

×

×

×

×

氾濫状況（高梁川水系小田川）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 14

■小田川等の堤防決壊により、介護施設、病院、学校等が浸水し、浸水深は最大で約5m※1に達したものと推定されます。

※1：
国土地理院による推定では約4.8m。
岡山河川事務所による痕跡調査結果
では約5.2m、土木学会の災害調査団
による調査では約5.4mと推定されて
いる。

×

×



倉敷まきび支援学校

７／８ １５：００頃

氾濫状況（高梁川水系小田川左岸3k400）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 15

■小田川左岸3k400付近の堤防決壊のほか、支川の高馬川(県管理区間)においても2箇所で堤防が決壊し、多数の家屋等が浸水しました。
たか ま がわ



７／８ １５：３０頃

氾濫状況（高梁川水系小田川左岸6k400）

堤防決壊箇所
（小田川左岸6k400）

L=50m

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 16

■小田川左岸6k400付近で堤防が決壊し、多数の家屋等が浸水しました。



７／８ １４：００頃

堤防等の主な被害（高梁川水系小田川右岸0k600 堤防裏法崩れ）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 17

■小田川右岸0k600付近で堤防の裏法崩れが発生しました。



高
梁
川

小田川

堤防決壊
(左岸6k400)

（7/9～10）
排水ポンプ車

最大17台
（7/8～9）

排水ポンプ車
最大13台

○浸水面積
７月 ７日AM 約1,200ha（赤線：7月7日AM時点）
７月 ９日AM 約 500ha（緑線：7月9日AM時点）
７月１１日 宅地・生活道路については概ね解消

7/7 AM

●堤防決壊
(左岸3k400)

浸水状況
写真箇所

写真方向⇒

7/11 AM

（7/8～9）
排水ポンプ車

最大3台

ポンプ車による排水作業状況

浸水区域と排水状況（高梁川水系小田川）

※今後、降雨があった場合にも迅速に対応できるよう、現地には排水ポンプ車6台、照明車3台を待機中

7/8 PM

越水
(右岸7k000)

越水
(右岸4k000)

越水
(右岸3k200)

堤防法崩れ
(右岸0k600)

鳥取県

広島県

島根県

山口県

岡山県日　本　海

瀬　戸　内　海

N

高梁川流域
位置図

倉敷市
真備町

18※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

小田川左岸（2K600）

■小田川堤防等の決壊に伴う浸水区域の排水活動は、中国地方整備局のほか、関東･北陸･中部地方整備局からTEC-FORCE(緊急災害対策派遣隊)
の応援を受け、排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車23台、照明車11台により24時間体制で実施し、7月11日(水)までに宅地・生活道路の浸水が概ね解消しました。

越水
(右岸2k600)

×

××

×
××

×：県管理区間の堤防決壊



堤防決壊箇所の緊急対策工事（高梁川水系小田川左岸3k400等）

7月7日22時 緊急対策工事着手
7月9日 堤防締切盛土着手
7月15日23時 堤防締切盛土完了

鋼矢板を用いた二重締切完了状況（７／２１ ９：００頃）

緊急対策工事状況 【被災直後】

小田川 ７／２０ １２：００頃

堤防締切盛土完了状況（７／１６ ７：００頃）

完 成

７／８ １４：００頃

小田川

堤防決壊
L=100m

高馬川

■小田川左岸3k400及び支川高馬川右岸小田川合流点付近(倉敷市真備町箭田地先)の堤防決壊箇所において、24時間体制で緊急対策工事を実
施しました。

や たま びたか ま がわ

夜間施工状況
（７／１７ ２０：００頃） 19※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

堤防決壊
L=100m

堤防決壊
L=20m

7月21日10時 鋼矢板による二重締切堤防完了（緊急対策工事完成）



2018.7.13 5時00分頃撮影
締切盛土状況

堤防決壊箇所の緊急対策工事（高梁川水系小田川左岸6k400）

7月8日14時30分 緊急対策工事着手
7月9日 堤防締切盛土着手
7月15日16時 堤防締切盛土完了
7月19日14 時 鋼矢板による二重締切堤防完了（緊急対策工事完成）

鋼矢板を用いた二重締切完了状況（７／１９ １３：００頃）

緊急対策工事状況 【被災直後】

７／８ １４：００撮影

小田
川

堤防決壊
L=100m

７／８ １５：３０頃

小田川

堤防決壊
L=50m

【完成】

小田川 ７／１９ １３：００頃

堤防締切盛土完了状況（７／１５ １５：００頃）

完 成

■小田川左岸6k400(倉敷市真備町尾崎地先)の堤防決壊箇所において、24時間体制で緊急対策工事を実施しました。
お さきま び

夜間施工状況
（７／１６ ３：００頃） 20※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。



2018.7.13 5時00分頃撮影
締切盛土状況 21

堤防裏法崩れ箇所の緊急対策工事（高梁川水系小田川右岸0k600）

7月8日 緊急対策工事着手
7月16日17 時 緊急対策工事完成

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

堤防裏法崩れ状況（7月7日）

夜間施工状況

緊急対策工事完成状況（7月16日）

小田川

小田川

■小田川右岸0k600(倉敷市真備町川辺地先)の堤防裏法崩れ箇所において、24時間体制で緊急対策工事を実施しました。
かわ べま び

完 成



22

応急対策工事の進捗状況と広報（高梁川水系小田川）

※県管理区間も含む

■小田川堤防等の決壊以外にも堤防が多数被災したため、順次応急対策を実施し、8月3日(金)に全ての応急対策工事が完了しました。
■応急対策工事の進捗状況については、倉敷市真備町の商業施設、支援物資配布場所、倉敷市真備支所の3箇所にて掲示し、住民の皆様等に

お知らせしました。

応急対策工事の進捗状況 進捗状況の掲示

ま び

商業施設

支援物資配布場所（真備総合公園）

倉敷市真備支所

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。
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■平成30年7月豪雨により発生した、国管理河川である高梁川水系小田川、並びに岡山県管理河川である小田川支川末政川、高馬川及び真谷
川(いずれも岡山県倉敷市真備町)の堤防決壊に対し、被災原因の究明とともに、復旧工法等の検討のため、「高梁川水系小田川堤防調査
委員会」を設置しました。

■堤防の本格的な復旧に向け、堤防調査委員会において専門家の助言を得ながら適切な復旧工法を早急に決定します。

ま び

たかはしがわ お だ がわ すえまさがわ たか ま がわ ま だに

がわ

凡例
×：決壊(国)
×：決壊(県)
●：越水
▼：法崩れ(国)
▼：法崩れ(県)
▲：漏水(噴砂)

××
×

●
●

●

▼

▼▲

▼▼▼

×
×

▼

▼

末政川 左右岸0.7k

末政川 左岸0.4k

左岸3.4k左岸4.2k
左岸6.4k

右岸7.0k
右岸4.0k

右岸3.2k

右岸0.6k

右岸4.2k

右岸4.4k

大武谷川
小田川合流部

真谷川左岸0.3k

高馬川 左岸0.0k
右岸0.1k

×

右岸2.8k～3.8k

高梁川

地図の出典：国土地理院ウェブサイト

堤防決壊
L=100m

末政川

堤防決壊
L=300m

堤防決壊
L=200m

堤防決壊
L=20m×

× ●

右岸2.6k

噴砂跡

堤防決壊
L=20m

位　　置 被害名 備　　　考

末政川左岸0.4k付近 決　壊 L=20m

末政川左岸0.7k付近 決　壊 L=200m
末政川右岸0.7k付近 決　壊 L=300m
高馬川左岸0.0k付近 決　壊 L=20m
高馬川右岸0.1k付近 決　壊 L=100m
真谷川左岸0.3付近 決　壊 L=100m
大武谷川（合流点） 法崩れ L=50m、裏法崩れ

被災位置および被災内容（岡山県管理区間）位　　置 被害名 備　　　考

左岸3.4k付近 決　壊 L=100m

左岸4.2k付近 法崩れ L=80m、裏法崩れ
左岸4.2k付近 漏水（噴砂） 法崩れ位置より上流
左岸6.4k付近 決  壊 L=50m
右岸0.6k付近 法崩れ L=30m、裏法崩れ
右岸2.6k付近 越　水
右岸3.2k付近 越　水

右岸2.8k～3.8k付近 法崩れ L=1,000m（点在）、裏法崩れ
右岸4.0k付近 越　水
右岸4.2k付近 法崩れ L=15m、裏法崩れ
右岸4.2k付近 法崩れ L=16m、裏法崩れ
右岸4.4k付近 法崩れ L=70m、裏法崩れ
右岸7.0k付近 越　水

被災位置および被災内容（国管理区間）

氏 名 所 属 分 野

佐々木 哲也
国立研究開発法人 土木研究所
地質・地盤研究グループ
土質・振動チーム 上席研究員

土質分野

竹下 祐二
岡山大学大学院環境生命科学研
究科 教授

地盤・地
質分野

西垣 誠
岡山大学大学院環境生命科学研
究科 特任教授

地盤・地
質分野

福島 雅紀
国土交通省 国土技術政策総合
研究所
河川研究部 河川研究室 室長

河川分野

前野 詩朗
岡山大学大学院環境生命科学研
究科 教授

河川分野

森 啓年
山口大学工学部社会建設工学科
准教授

地盤分野

吉田 圭介
岡山大学大学院環境生命科学研
究科 准教授

河川分野

高梁川水系小田川堤防調査委員会 委員名簿

（50音順）



【現地調査箇所】

小田川左岸3k400付近
（真備町箭田地区）

【現地調査箇所】

小田川左岸6k400付近
（真備町尾崎地区）

【第1回委員会】小田川左岸3k400付近及び６k400付近での現地調査状況（7月10日）

【第2回委員会】開催状況（7月27日）

現地調査後に調査委員会委員からの
報道関係者へのブリーフィングを実施

『高梁川水系小田川堤防調査委員会』の開催状況

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 24

3k400付近 3k400付近 6k400付近

開催状況 開催状況 委員長から報道関係者へのブリーフィング



7/137/12

7/26

7/22

7/14

倉敷市真備町でのTEC-FORCEの活動状況

■倉敷市真備町では、TEC-FORCE(緊急災害対策派遣隊)により、浸水箇所の排水活動のほか、生活道路の土砂撤去、災害対策基本法に基づ

く放置車両の移動、散水作業、水路啓開作業等を実施しました。

25

土砂撤去作業 災害対策基本法に基づく車両の移動

散水作業

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

ま び

水路啓開作業

支障物撤去作業



26

高梁川本川の被災状況

■高梁川水系高梁川下流部(本川)でも、内水による家屋等の浸水被害が発生したほか、護岸損壊、漏水が発生しました。
■また、高梁川上流部の県管理区間においても堤防が決壊するなど、家屋等の浸水被害が発生しました。

たか はし がわ

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

凡例
：内水

× ：堤防の決壊
▲ ：堤防欠損等

位置図

【護岸損壊】L=150m
高梁川 右岸2k600付近

＜高梁川（国管理区間）の被災状況＞
堤防欠損等 ： 4箇所 【漏水】L=750m

高梁川 左岸14k200付近

【漏水】L=800m
高梁川 左岸16k300付近
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※内水被害については、
自治体（7/30時点）からの
聞き取りにより図示したも
のであり、詳細は不明

【堤防決壊】L=70m
高梁川右岸28k付近（県管理区間）

××

【護岸損壊】L=100m
高梁川 右岸14k600付近

【堤防決壊】L=60m
高梁川右岸28k付近（県管理区間）

県管理区間

国管理区間


